フェロシルトに関する市民団体の活動の概略

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2006.7.6　　兼松秀代
   ［2001年　岐阜県はフェロシルに売買形態があることから有価物と判断した。］

・2005年2月　土岐市泉町、瑞浪市稲津町のフェロシルトを視察。

・2005年2月　愛知県の団体が設定した環境省、文部科学省などとの交渉に参加。

・2005年3月　研究者に依頼し、土岐市泉町と瑞浪市稲津町でフェロシルトの放射線測定実施。

・2005年3月　岐阜県議に厚生環境委員会での質問を依頼、17日質疑。

  　　　　　　［3月23日　岐阜県、フェロシルトが流入する河川水及びフェロシルトの採取、分析］

・2005年5月  第１回三者懇談開催。石原産業、三重県と岐阜、愛知、三重などの市民団体との三者懇談。石原産業にはフェロシルトの撤去を、三重県にはリサイクル認定の取消を求めた。石原産業は製造を中止していると説明。三重県はリサイクル認定の姿勢が厳しく問われ、放射線に関する審議経過を改めて調査すると約束した。

・2005年6月 2回　市民団体、可児市大森の自治会の要請を受けて、大森自治会主催の石原産業、三重県のフェロシルト説明会に出席した。

・2005年6月　岐阜県に要望書を提出。撤去に関わる留意事項について詳細な要望書を提出。撤去に関わる留意事項の原型として多くの点が活かされた。

・2005年7月　岐阜県との話し合い。フェロシルトの実態把握および六価クロムの原因究明のためにフェロシルトの含有量試験実施を求めた。岐阜県は実施すると回答した。

・2005年8月  岐阜県に要望書提出。六価クロム生成原因究明を石原産業に求めること。岐阜県は石原産業から受けた調査結果を2ヶ月ごとに市民団体に伝えることを約束。

・2005年10月　第2回三者懇談開催。市民団体、石原産業、三重県との第2回三者懇談実施。早期撤去と処分場問題、六価クロムはフェロシルト由来であること、フェロシルト売買に関し用途開発費の支払疑惑や、地権者への金の流れが確認されていることが市民団体から指摘された。三重県のリサイクル認定の姿勢が厳しく問われた。

・2005年10月　石原産業に対し土岐市鶴里町の現地での説明を要求。

　　　　　土岐市鶴里町搬入のフェロシルトから土壌環境基準の64倍もの六価クロムが溶出したとの新聞記事に接し、石原産業に野積みによるフェロシルトの流出及び飛散防止対策の実施、早期撤去の要求などを目的とした説明会の開催を要求。

・2005年　三重県及び岐阜県が設置した各フェロシルト問題検討委員会に対し問題点を提起した要望書を提出し、公開された委員会は全て傍聴し、審議を見守った。

・2006年2月　岐阜県に要望書提出。①フェロシルトの撤去に応じない地権者に対し、岐阜県廃棄物の適正処理等に関する条例第13条（土地所有者等の義務）に基づき地権者の土地管理責任の観点から、文書による指導をすることを求めた。岐阜県は指導の次は勧告を視野に入れていると回答。②廃掃法では撤去に応じようとしない地権者への対応はできない。岐阜県は国にこうした地権者への対応がなされるよう、提言すべきと要望した。岐阜県は環境省と協議すると回答。

・2006年3月　石原産業に、再度説明会の開催を要求。

・2006年3月　私たちが主催する集会に石原産業の安藤常務が出席し、撤去に関す説明を実施。

自治会の枠にとらわれない説明会の開催を石原産業安藤常務が約束した。
